
 玉川学園地区 さくらと緑のプロジェクト 

活動の目的 

 玉川学園地域には玉川学園の学校創設時に植栽した桜が民地を含めて、さまざまな種類の桜が植

栽されています。 しかし、これらの桜は老木化が進み枯損したり、宅地分譲の際に伐採されたり、敷

地を越境した枝が強剪定を受けて樹形や樹勢が衰退した個体が、数多く目に付くようになってきまし

た。 

かつて「さくらの散歩路」として親しまれた景観を再生したり、 現状にあった桜をメインにした景観を

新たに創生し、緑あふれる街並みづくりを進め、「玉川学園のまちづくりの地域資源」を次世代に継承

することを目的とします。 

活動の内容 

桜の現状を把握した調査を資料としてまとめる 

「桜のある街」の価値を住民に今一度認識してもらう景観づくりを行います。 

植栽できる適地を探し、現状に合った樹種の転換や選択を行います。 

宅地開発による樹木や生垣などの喪失を防ぐため建築協約の協議でも景観保全に取り組む  

「さくらの散歩路」、「葉っぱバンク」や「桜を巡るスタンプラリー」などで繋がる 70 軒ほどの住民をベ

ースに理解を得たり、また五小などの公共施設を景観資源とした「さくらと緑のプロムナード構想」を

推進していく。 

3年間の活動計画 

1年目 

桜の現状調査を資料にまとめる 

建築協約の緑化との整合性 

緑の丘クラブと連携 

桜に係わるイベントを継続 

２年目 

こども広場に植栽した桜の保守 

活動資金の調達の多様化 

桜を植栽する適地の調整 

桜に係わるイベントを継続 

３年目 

桜と緑のプロムナード構想 

生活風景宣言の検討 

公共施設を含む景観資源 

桜に係わるイベントを継続 

活動場所と時間 

 

「さくらの散歩道」 1992年版地図 

 

＜場所＞ 

 ２・３丁目 (花影坂 八巻道路 こども広場) 

 ７・８丁目 (花壇道路 第三踏切)  

 ４・５丁目 (小川 玉川池) 

 ＜会議＞ 

コミュニティセンター地域活動室 

 

＜時間＞ 随時  

   



さくらと緑のプロジェクト(NPO法人玉川学園地区まちづくりの会 緑の街並みづくり事業) メンバ

ー：27名 
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